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現代の人間社会には多くの社会情報がインターネット上に溢れている。人々はネットを介して、より売れているもの、人気のあるものへ選択を偏らせていき、結果的に群衆行動を引き起こしてしまう可能性がある。しかし、ネット上の社会情報にはしばしば、単なる商品の売り上げ履歴だけでなく、実際に過去に当該商品を利用した消費者からの主観的な評価(口コミ)が掲載される。本研究では、この現代社会に顕著に見られるようになった口コミ共有システムには、ミツバチが最適な餌場を見つけ出す際に用いる評価伝達メカニズムと共通の力学が働きうることに注目した。果たして人間は、近年急速に発達させた口コミの共有システムを利用して意思決定の精度を向上させることができるのだろうか。本研究では特に、多腕バンディットと呼ばれる古典的な意思決定問題に焦点を当てた。まず多腕バンディット問題における口コミの効果を定性的に知るために、先行研究(McElreath et al., 2008)で示された学習アルゴリズムを仮定した、個体群動態のモデルを分析した。結果、口コミが選択肢の質を反映していれば「群衆行動」が広いパラメータ範囲で防ぎえること、また、口コミによって最適選択肢への収束時間が短くなることが示された。次に、実際の人間がモデルで示された予測通りの高い意思決定精度を口コミによって実現できるか調べるために、実験室実験を行った。結果、口コミが意思決定の精度を高めることは見られなかった。競争的動機付けを強く持っていた参加者ほど口コミが真の質を反映しておらず、結果的に口コミが質を伝達する信号として機能しなかったと考えられる。人間社会の場合はミツバチのコロニーとは違い、種内競争の力が潜在的に働いている。したがって、集合知の積極的な利用を考えていく場合には、いかに個々人の利害対立を解消できるかが１つの鍵になると思われる。
